北里大学保健衛生専門学院紀要チェックリスト
＊チェックリストは提出する必要はありませんが、提出前に必ず確認してください
なお、書式等の不備が散見される場合は、チェックリストの提出を求める場合があります

1. 書式（全般）

	No
	確認
	確認事項

	1
	□
	ページ設定：

A4用紙　横書き　文字数50字､50行　余白上下左右各20mm

	2
	□
	フォント設定：

邦文MS明朝/10P

英文Times New Roman/10P/ｼﾝｸﾞﾙｽﾍﾟｰｽ（数字を含む）

	3
	□
	句読点は全角の「、」「。」

	4
	□
	年号以外の数字は3桁ごとに半角カンマ（例：2,000）をつける

	5
	□
	数字は全て半角、英文は原則半角、括弧は全て全角（引用、脚注を除く）


2. 書式（表題・要旨・キーワード）

	No
	確認
	確認事項

	1
	□
	表題は1行に纏め太字、中央揃え

	2
	□
	副題（必要な場合のみ）は1行に纏め、中央揃え

副題の前後に「－（全角ﾏｲﾅｽ）」を記載する

	3
	□
	著者名と所属は中央揃え

	4
	□
	共著者は「，（全角ｶﾝﾏ）」で区切る

	5
	□
	共著者は10名以内となっている

	6
	□
	共著者の所属が違う場合は著者名の右肩に上付半角数字（例：1）で記載する（括弧は付けない）

	7
	□
	共著者の所属先は右肩番号に合わせて、所属先機関名の左肩に上付半角数字で記載し、次行に所属先住所を記載する

	8
	□
	所属先機関名は部署名まで記載する（例：○○部、○○課等）

	9
	□
	所属先の法人名は記載しない

（例：○○財団△△病院の場合は△△病院のみとする。ただし○○会△△病院等、一般的に周知されている場合は記載する）

	10
	□
	所属先住所は郵便番号と住所のみとし電話番号は記載しない

	11
	□
	所属先毎に改行する

	12
	□
	要旨項目名は太字、要旨本文は600字程度

	13
	□
	キーワード項目名は太字、キーワードは5語以内

キーワードは1語ごとに「，（全角ｶﾝﾏ）」で区切る

	14
	□
	投稿日、受理日は記載しない（事務局で記載）

	15
	□
	表題・要旨・キーワード・投稿日/受理日までを30行に纏める


3. 書式（英文要旨等、関連事項についてのみ記載）＊該当する場合のみ

	No
	確認
	確認事項

	1
	□
	共著者の氏名、所属先機関名、所属先住所の英文表記は各著者に了解を得ている

	2
	□
	要旨は1,000字程度

	3
	□
	キーワードは5語以内

	4
	□
	英文要旨は最終頁に作成する

	5
	□
	英語に関して十分な知識を持つ専門家から事前チェックを受けている（推奨）


4. 書式（本文）
	No
	確認
	確認事項

	1
	□
	本文はポイント数を10Pとし、以降2段組みとする

邦文MS明朝、英文Times New Roman/ｼﾝｸﾞﾙｽﾍﾟｰｽ（数字を含む）

	2
	□
	見出し項目は適切に付けているか

	3
	□
	見出し項目は太字

	4
	□
	学名はイタリック体かアンダーラインで明示する

	5
	□
	登録商標名には括弧書きで社名を明示する

英字の場合は最初を大文字とする

	6
	□
	引用箇所は右肩に上付両括弧数字（例：(1)　(2～5））で示す

	7
	□
	脚注は右肩に上付＊(ｱｽﾀﾘｽｸ)両括弧数字（例：*(1)　*(2～5））で示す

	8
	□
	図表は本文中に記載する

	9
	□
	図表等の出典元を明示する

	10
	□
	表は上に通し番号とタイトル、図は下に通し番号とタイトルを記載する

＊表とは文字・数字と縦横罫線（罫線は横罫線とし、縦罫線はなるべく使用しない）だけで構成されているもの、図はこれ以外のグラフやフローチャートなど不定型なもの

	11
	□
	表や図の通し番号は間違っていない


	12
	□
	表と図の表記を混同していない

	12
	□
	表と図の内容が重複していない

	13
	□
	表や図はカラー表示したいもの以外は白黒表示としている

	14
	□
	原稿枚数は規定に沿っている
（原著：6～10頁程度、これ以外6頁以内、引用、脚注等を含み、英文要旨は含まない。）


5. 謝辞、引用等

	No
	確認
	確認事項

	1
	□
	科研費等研究助成を受けている場合は、資金制度・研究費名、研究課題名、課題番号等を明記している

＊表記方法は交付元の指定による

	2
	□
	引用文献、脚注はポイント数のみ9Pとする

邦文MS明朝、英文Times New Roman/ｼﾝｸﾞﾙｽﾍﾟｰｽ（数字を含む）

	3
	□
	2行目は全角1マスぶら下がり

	4
	□
	本文中の引用文献・脚注をもれなく記載している

	5
	□
	引用文献・脚注の番号に間違いがない

	6
	□
	著作権保有者の許諾を得ている（必要な場合）。


6. 研究倫理等

	No
	確認
	確認事項

	1
	□
	〔剽窃・著作権の侵害〕他の著作物については、出典を明記して引用として扱っている

	2
	□
	〔データの収集方法〕データの収集方法の手続きが示されている

	3
	□
	〔捏造〕データの捏造、部分的な改竄、恣意的な削除等をしていない

	4
	□
	〔二重投稿〕投稿論文の内容の主要な部分は、国内外の学会誌、機関誌、商業誌等に掲載されていない。また、投稿中のものを含めて、掲載予定がない（口演発表論文をまとめて投稿した場合は差し支えない）

	5
	□
	〔人権等の保護〕調査対象、被験者、協力者等のプライバシーの保護等、人権保護に必要な配慮がされている。また、研究に協力することについてこれら関係者の合意を得ている

	6
	□
	〔共同研究者の合意〕論文として公表すること、第一著者、共著者、謝辞等について、研究に関わった全員の合意を得ている

	7
	□
	〔その他〕社会通念上不適切な内容は含まれていない、かつ倫理上の問題は見あたらない


7. 原稿審査依頼書

	No
	確認
	確認事項

	1
	□
	代表者氏名欄に「ふりがな」が記載されている（＊学外者のみ）

	2
	□
	学科・学年欄は在校生、卒業生のみ記載

	3
	□
	所属先の英文表記は関係部署等で確認している（＊学外者のみ）

	4
	□
	所属先、連絡先の住所等は漏れなく記載している（＊学外者のみ）

	5
	□
	論文区分は内容と合っている

	6
	□
	表題は原稿と相違ない

	7
	□
	表題の英文表記は英語に関して知識を持つ者から事前チェックを受けている（推奨）

	8
	□
	カラー印刷の希望箇所をその他欄へ明記している


